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機会には限定性がある、 いうこと。エチオピアのコーヒー輸出 は近年、フェアトレードという高価格を実現する流通経路が加わったが、 の経路の末端に入ることのできる小農は限られていた。
かりに農産物の市場機会があって
も、それを生かす めに必要な要素市場はしばしば限定的であ 。たとえば土地という生産要素についてみると、小農が市場機会をつかむために経営面積を拡大したくても、市場で取引される農地 極端に少な 、あるいは取引自体が制度的に規制されている場合があ 。本書では、ペルーの生食用アスパラガス生産、北部ベトナムにおける茶等の輸出向け生産、中国山東省の輸出リンゴ産農民、マラウイのタバコ栽培に参入した小農などの事例が、それを具体的に示している。またベトナムでは
労働力市場、ペルーでは資本市場の狭隘性も、小農が規模を拡大する上での制約条件となっていた。ミャンマーの天然エビ輸出のように、乱獲のため原料の減少に直面し るという場合もある。生産物の市場はグローバル化されても、生産要素の市場はきわめてロ カルにしか存在しない場合が多いので、そこでの制約条件がグローバル化のインパクトを左右するのである。
地域に十分な資源があり、また要
素市場が成立していたとしても、それを利用できるか否か 経営体の内部資源のあり方によっ 規定される。東北タイの契約養鶏では借金の担保にできる所有地の規模が、インドの切り花生産では経営者の教育水準や補助金受給資格といった経営内部属性が、資本確保の制約になっていた。カンボジアの場合、農家世帯 労働力構成
│
とくに若年女子のそれ
│
が
外資系繊維企業へ 就業機会を規定していた。
このように、生産物の市場機会自
体、あるいは要素市場、外部資源の賦存量、経営の内部資源に限定性があるために、小農すべてが市場機会を自己の経済的利益に結びつけられるわけではない。こうした実態を把握した上で、途上国農村に対するグローバル化の総体的・客観的な影響評価が可能になるだろう。本書は、その一里塚である。
（
 しげとみ 　しんいち／アジア経済研究所地域研究センター）
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